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第１部 世帯と子供の状況

第１章 調査対象世帯の概況等

本章では、集計対象世帯である小学生までの子供を養育する 3,782 世帯及び 20 歳未満の子供

を養育するひとり親 670 世帯を合わせた 4,452 世帯の概況並びにその父母（養育者）8,234 人と

子供 7,862 人の概況について述べる。

１ 世帯の状況

(１) 家族類型－19 年度調査との比較

調査対象世帯の家族類型をみると「親と子」の二世代世帯の割合が 92.0％と最も高く、次い

で「祖父母と親と子」の三世代の割合が 6.9％と続く。（図Ⅰ-1-1）

  図Ⅰ-1-1 家族類型－19 年度調査との比較
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(２) 世帯人員－19 年度調査との比較

世帯人員は「4人」の割合が 38.7％で最も高く、次いで「3人」の世帯が 36.8％と続く。（図

Ⅰ-1-2）

  図Ⅰ-1-2 世帯人員－19 年度調査との比較
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２ 父母の状況

(１) 父母の状況－性・年齢階級別

父母の年齢階級をみると、父親は「40～44歳」が最も多く 1,094 人、母親は「35～39 歳」

が最も多く 1,303 人となっている。平均年齢は父親 39.7 歳、母親 38.4 歳である。（図Ⅰ-1-3）

  図Ⅰ-1-3 父母の状況－性・年齢階級別
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（注）男性 3,845 人、女性 4,389 人には、それぞれ年齢無回答の人を含むため、内訳の総数と一致しない。



- 15 -

(２) 父母の状況－父母の国籍

父母の国籍は、「父母とも日本」が 98.9％、「父日本・母外国人」が 0.4％、「母日本・父外

国人」が 0.5％である。（図Ⅰ-1-4）

  図Ⅰ-1-4 父母の状況－父母の国籍
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（注）・総数 3,782 世帯は、両親がいる世帯である。

   ・平成 24年度調査の調査対象者の抽出時（平成 24 年 8 月）は、住民基本台帳法改正の移行時期であり、住民基

本台帳上に外国人住民の記載がある場合とない場合とがあり、区市町村によりばらつきがあった。

・住民基本台帳上に外国人住民の記載がなかった区市町村においては、ひとり親世帯であると判断して抽出した

が、調査開始後に両親がいる世帯で父母の一方が外国籍であったと判明した場合があり、その場合は「父日本・

母外国人」か「母日本・父外国人」のどちらかに含めている。

３ 子供の状況

(１) 子供の状況－子供の性・年齢階級別

調査世帯の子供の総数は 7,862 人で、男子 4,088 人、女子 3,727 人である。（図Ⅰ-1-5）

図Ⅰ-1-5 子供の状況－子供の性・年齢階級別
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(２) 子供の人数－19年度調査との比較

子供の人数をみると、「2人」の割合が 44.3％と最も高く、次いで「1人」の 40.8％となっ

ている。（図Ⅰ-1-6）

  図Ⅰ-1-6 子供の人数－19年度調査との比較
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４ ステップファミリーの状況

ステップファミリー（※）の状況をみると、「はい」と回答した世帯の割合は 1.3％となって

いる。（図Ⅰ-1-7）

※ 親の再婚等の理由により、一方の親のみと血縁関係にある子供がいる家族をいう。

図Ⅰ-1-7 ステップファミリーの状況

       

いいえ
94.8

はい

1.3無回答
3.9

100%

(4,443世帯)

（注）家族類型で、「親と子」「祖父母と親と子」「その他」のいずれかと回答した、4,443 世帯に回答を求めた。
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参考 「出生数の推移」

  全国と東京都の出生数の推移をみてみると、全国の出生数は、第 2 次ベビーブームの昭和 48

年をピークに平成 5年まで概ね減少傾向が続き、平成 6年に一旦増加したが、その後は微増、微

減を繰り返しながら徐々に減少し、平成 24年は 103 万 7千人となっている。（図 参考 1）

  一方、東京都の出生数は、昭和 46 年をピークに平成 5 年まで概ね減少傾向が続き、平成 6 年

から微増、微減を繰り返した後、平成 18年以降 10 万人を上回って増加傾向で推移してきた。平

成 23年は減少したものの、平成 24年は再び増加し 10万 7千人となっている。（図 参考 2）

図 参考 1 全国の出生数の推移
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図 参考 2 東京の出生数の推移
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。５ 介護・世話・見守りの有無及びその状況

介護・世話・見守り（※）の有無について聞いたところ、介護・世話・見守りが必要な人が「い

る」と回答した世帯の割合は 7.6％となっている。さらに、「いる」と回答した世帯の養育者（男

性）、養育者（女性）それぞれに対して、どの程度介護・世話・見守りに関わっているか聞いたと

ころ、養育者（女性）では、「中心となって介護や世話、見守りをしている」の割合が 14.2％で、

養育者（男性）（2.8％）よりも 11.4 ポイント高くなっている。（図Ⅰ-1-8）

※ 直接的な介護だけではなく、経済的援助やケアマネージャーとの連絡調整など間接的な関わりも含む。

図Ⅰ-1-8 介護・世話・見守りの有無及びその状況〔複数回答〕
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６ 住居の状況

(１) 住居の種類

住居の種類は、「持家（一戸建て）」の割合が 38.5％と最も高く、次いで「民間賃貸住宅（共

同住宅）」が 24.4％となっている。（図Ⅰ-1-9）

  図Ⅰ-1-9 住居の種類

   

(２) 住居の種類－両親の有無別

住居の種類を両親の有無別にみると、両親世帯では「借家・賃貸住宅等」の割合(37.1％)よ

りも「持家」の割合（60.1％）が高くなっている。

一方、ひとり親世帯では「持家」の割合（40.1％）よりも「借家・賃貸住宅等」の割合(55.8％)

が高くなっている。（図Ⅰ-1-10）

  図Ⅰ-1-10 住居の種類－両親の有無別
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(３) 子供部屋の有無－世帯類型（子供の就学状況）別

子供部屋の有無は、「個室あり」が 26.8％、「他の兄弟姉妹と共用」が 20.0％となっている。

世帯類型（子供の就学状況）別にみると、「個室あり」の割合は、小学生以下の子供がいな

い世帯が 52.3％で、小学生以下の子供がいる世帯（24.9％）よりも 27.4 ポイント高くなって

いる。（表Ⅰ-1-1）

  表Ⅰ-1-1 子供部屋の有無－世帯類型（子供の就学状況）別

  

総
数

個
室
あ
り

他
の
兄
弟
姉
妹
と

共
用

一
部
の
子
供
に

個
室
あ
り

な
し

無
回
答

100.0 26.8 20.0 6.5 42.4 4.3
(4,452)
100.0 24.9 20.7 6.5 43.8 4.1

(4,132)
100.0 21.3 6.9 0.6 67.3 3.9

(1,734)
100.0 13.6 40.1 10.6 32.4 3.3
(669)

100.0 18.5 40.7 25.9 11.1 3.7
(54)

100.0 37.9 20.9 1.8 35.7 3.7
(935)

100.0 28.9 35.4 18.8 11.6 5.3
(681)

100.0 13.6 18.6 47.5 11.9 8.5
(59)

100.0 52.3 10.2 5.3 25.6 6.7
(285)

総数

小学生以下の子供がいる世帯

小学生以下の子供がいない世帯

就学前と小学生と中学生以上の子供が
いる世帯

小学生の子供のみがいる世帯

小学生と中学生以上の子供がいる世帯

就学前と中学生以上の子供がいる世帯

就学前の子供のみがいる世帯

就学前と小学生の子供がいる世帯
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７ 父母の就労状況

(１) 現在の就労

就労状況をみると、父親の「働いている」割合は 97.8％となっている。一方、母親の「働い

ている」割合は 54.0％と半数を超えており、19年度調査（48.3％）に比べて 5.7 ポイント増

加している。（図Ⅰ-1-11)

  図Ⅰ-1-11 現在の就労
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「働いている」母親の割合が増加し、半数を超える
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(２) 共働きの状況－19年度調査との比較

両親のいる世帯（3,782 世帯）の共働きの状況をみると、「共働きである」割合が 53.8％で、

19 年度調査（46.1％）に比べて 7.7 ポイント増加している。 (図Ⅰ-1-12)

  図Ⅰ-1-12 共働きの状況－19年度調査との比較
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(３) 共働きの状況－1番下の子供の年齢別

両親のいる世帯の共働きの状況を 1番下の子供の年齢別にみると、「共働きである」割合は、

1番下の子供の年齢が 1歳未満で 43.0％と、19 年度調査（29.9％）に比べて 13.1 ポイント増

加している。（図Ⅰ-1-13)

  図Ⅰ-1-13 共働きの状況－1番下の子供の年齢別
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(４) 従業上の地位－19年度調査との比較

「現在働いている」と回答した 6,371 人の従業上の地位をみると、父親は「正規の職員・従

業員」の割合が最も高く 77.4％、母親は「パート・アルバイト」の割合が最も高く 42.9％と

なっている。また、母親は「正規の職員・従業員」の割合が 37.0％と、19 年度調査（30.9％）

に比べて 6.1 ポイント増加している。(図Ⅰ-1-14)

  図Ⅰ-1-14 従業上の地位－19年度調査との比較
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15.36.7

1.3

0.9

2.0

2.2

0.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（3,775 人）

19年度（3,943人）

正規の職員・従業員 自営業会社・団体等の役員 派遣社員・契約

社員・嘱託等

父 パート・

アルバイト
無回答

37.0

30.9

7.2

10.4 47.5 6.8

1.5

1.9

42.9 9.2

2.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（2,596人）

19年度（2,282人）

正規の職員・従業員 自営業会社・団体等の役員 パート・

アルバイト
派遣社員・契約

社員・嘱託等
無回答母
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(５) 仕事の種類

仕事の種類をみると、父親は「専門的・技術的な仕事」の割合が 34.9％と最も高く、母親は、

「事務の仕事」の割合が最も高く 31.3％となっている。(図Ⅰ-1-15)

  図Ⅰ-1-15 仕事の種類

12.6

2.9

34.9

26.3

13.2

31.3

9.5

8.5

11.8

18.4

5.2 6.7

6.7

1.4

1.9

0.1

2.1

0.3

4.1

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父（3,775人)

母（2,596人）

無回答管理的な

仕事

専門的・

技術的な

仕事

サービス

の仕事
販売の

仕事

事務の

仕事
生産工程

の仕事

輸送・

機械運転

の仕事

建設・

採掘の

仕事

その他

の仕事

(６) 通勤時間

通勤時間をみると、父親は「31～60 分」の割合が 41.2％と最も高く、母親は「15分以内」

の割合が 31.1％で最も高くなっている。(図Ⅰ-1-16)

  図Ⅰ-1-16 通勤時間

15.9

41.2

18.0

2.9
5.81.1

4.5

11.4

0.30.7

6.5

28.5

22.4

31.1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

15分以内 16分～30分 31分～60分 61分～90分 91分～120分 121分以上 自宅就労

父(3,761人） 母（2,372人)

（注）総数は、現在、働いていると答えた数で、職場に籍は置いているが、産休・育児休業中や病気等で休んでいる人

は除く。
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(７) 通勤時間－地域別

父親の通勤時間を現在住んでいる地域別にみると「15 分以内」「16～30 分」「31～60 分」を

合わせた 60 分以内の割合は、区部計では 74.7％、市・町・村部計では 54.2％となっており、

通勤時間 60分以内の割合は、区部と市町村部では大きな開きがある。（表Ⅰ-1-2）

母親の通勤時間を地域別にみると、区部、市町村部ともに、「15 分以内」「16～30 分」を合

わせた 30分以内の割合で半数を超えている（区部計 53.4％、市・町・村部計 53.8％）ものの、

「31～60 分」の割合も区部計では 30.8％、市・町・村部計では 23.0％と高くなっている。（表

Ⅰ-1-3）

  表Ⅰ-1-2 通勤時間（父）－地域別

  

総
数

1
5
分
以
内

1
6
～

3
0
分

3
1
～

6
0
分

6
1
分
～

9
0
分

9
1
分
～

1
2
0
分

1
2
1
分
以
上

自
宅
就
労

無
回
答

100.0 11.4 15.9 41.2 18.0 4.5 1.1 2.9 4.9
(3,761)
100.0 11.3 16.2 47.3 13.8 2.7 0.8 2.9 5.0
(2,626)

100.0 11.6 15.2 27.3 27.8 8.6 1.9 2.8 4.8
(1,135)

総数(父）

市・町・村部　計

区部　計
74.7

54.2

  表Ⅰ-1-3 通勤時間（母）－地域別

  

総
数

1
5
分
以
内

1
6
～

3
0
分

3
1
～

6
0
分

6
1
分
～
9
0
分

9
1
分
～
1
2
0
分

1
2
1
分
以
上

自
宅
就
労

無
回
答

100.0 31.1 22.4 28.5 6.5 0.7 0.3 5.8 4.7
(2,372)
100.0 31.7 21.7 30.8 4.8 0.4 0.5 6.0 4.2

(1,675)

100.0 29.7 24.1 23.0 10.5 1.4 - 5.3 6.0
(697)

総数(母）

区部　計

市・町・村部　計

53.4

53.8
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(８) 1 日あたりの実労働時間－19年度調査との比較

1 日あたりの実労働時間をみると、父親は「10時間以上」の割合が 33.7％で最も高くなって

いる。一方、母親は「6時間未満」の割合が 33.8％で最も高くなっている。(図Ⅰ-1-17)

  図Ⅰ-1-17 1 日あたりの実労働時間－19 年度調査との比較

9.4

23.5

33.7

26.6

5.2

1.0
0.6 3.1

35.0

24.8

9.6

1.10.3

26.0

0%

10%

20%

30%

40%

6時間
未満

6～7時間
未満

7～8時間
未満

8～9時間
未満

9～10時間
未満

10時間
以上

無回答

24年度（3,761人）

19年度（3,930人）

父

2.4

21.6

4.8

33.8

16.3

4.6

16.4

17.6

38.7

14.9

18.9

4.4
2.5

2.9

0%

10%

20%

30%

40%

6時間
未満

6～7時間
未満

7～8時間
未満

8～9時間
未満

9～10時間
未満

10時間
以上

無回答

24年度（2,372人）

19年度（2,142人）

母
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(９) 1 か月の残業時間－19年度調査との比較

1 か月の残業時間についてみると、父親は「20～50 時間未満」の割合が 28.3％と最も高くな

っている。また、「50時間以上」（「50～100 時間未満」＋「100 時間以上」）の割合は 20.4％で、

19 年度調査（24.2％）と比べて 3.8 ポイント減少している。一方、母親は「残業なし」が 52.8％

と半数を超えている。(図Ⅰ-1-18)

図Ⅰ-1-18 1 か月の残業時間－19年度調査との比較

月の残業時間が「50時間以上」の父親は、5人に 1人

13.8

16.1

8.9

7.4

7.8

7.9

13.1

11.8

28.3

25.9

15.6 4.9 7.6

6.717.7 6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24年度(3,761人）

19年度(3,930人）

なし 5ｈ

未満

5～10ｈ

未満

10～20

ｈ未満

20～50ｈ未満 50～100ｈ未満 100ｈ以上 無回答

20.4

父

24.2

52.8

58.1

20.5

17.2

8.6

8.2

6.5

4.9

5.0

5.3

5.4

5.0

1.0

0.8

0.3

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（2,372人)

19年度（2,142人)

なし 5ｈ

未満

5～10ｈ

未満

10～20ｈ

未満

20～50ｈ未満 50～100ｈ未満 100ｈ以上 無回答

母



- 28 -

(10) 帰宅時間－19 年度調査との比較

帰宅時間についてみると、父親は「20時～20時 59 分」の割合が最も高く 19.1％となっている。

次いで「22 時～23 時 59 分」が 18.7％で、19 年度調査（28.9％）と比べて 10.2 ポイント減少し

ている。また、「17時以前」から「19時～19 時 59分」までを合わせた割合は 31.1％で、19 年度

調査（26.9％）に比べて 4.2 ポイント増加している。

一方、母親は「17時以前」の割合が 29.8％と最も高くなっている。(図Ⅰ-1-19)

図Ⅰ-1-19 帰宅時間－19 年度調査との比較

20時までに帰宅する父親の割合は、3割

9.0

7.6

16.9

15.2

19.1

17.1

16.1

17.5

18.7

28.9

9.1

6.9

5.9

2.7

2.0

1.2

3.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（3,761人）

19年度（3,930人）

深夜・

早朝

父

22時～

23時59分
無回答18時～

18時59分
19時～

19時59分

20時～

20時59分

21時～

21時59分

17時

以前

17時～

17時59分

その他 無回答22時以降21時～

21時59分

20時～

20時59分
19時～

19時59分
18時～

18時59分

17時～

17時59分

17時

以前

31.1

26.9

29.8

33.0

20.3

18.8

24.0

21.6

10.9

9.2 3.9 6.6

7.2

3.7

3.6

1.4

1.5

1.8

1.6 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（2,372人）

19年度（2,142人）

深夜・

早朝

22時～

23時59分
無回答18時～

18時59分

19時～

19時59分

20時～

20時59分
21時～

21時59分

17時

以前

17時～

17時59分

その他 無回答17時

以前

17時～

17時59分
18時～

18時59分

19時～

19時59分

20時～

20時59分
21時～

21時59分
22時以降

母
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(11) 帰宅時間－１番下の子供の年齢

父親の帰宅時間を 1番下の子供の年齢別でみると、「1歳未満」「1～3歳未満」では「午後 10

時～午後 11 時 59 分」の割合が最も高く（19.7％、17.8％）、「3～6歳未満」「6～9歳未満」「9

歳～12歳未満」では「午後8時～午後8時59分」の割合が最も高くなっている（20.4％、18.6％、

18.2％）。（表Ⅰ-1-4）

一方、母親の帰宅時間については、「3歳～12歳未満」では、「午後 5時以前」に帰宅する割

合が最も高くなっている。（3～6歳未満 15.3％、6～9歳未満 24.8％、9～12歳未満 23.5％）（表

Ⅰ-1-5）

  表Ⅰ-1-4 帰宅時間（父）－１番下の子供の年齢

  

午
後
5
時
以
前

午
後
5
時
～

午
後
5
時
5
9
分

午
後
6
時
～

午
後
6
時
5
9
分

午
後
7
時
～

午
後
7
時
5
9
分

午
後
8
時
～

午
後
8
時
5
9
分

午
後
9
時
～

午
後
9
時
5
9
分

午
後
1
0
時
～

午
後
1
1
時
5
9
分

深
夜
・
早
朝

無
回
答

100.0 97.8 1.9 3.2 8.8 16.5 18.7 15.7 18.3 8.9 5.8 1.3 0.9
(3,845)
100.0 98.7 2.2 3.1 10.3 16.8 19.0 12.9 19.7 9.6 5.0 0.4 0.9
(457)

100.0 98.0 2.9 3.8 8.8 15.9 16.9 15.6 17.8 10.6 5.6 1.1 0.9
(897)

100.0 98.1 1.0 1.8 7.9 14.5 20.4 16.6 20.3 9.1 6.6 1.6 0.3
(898)

100.0 98.2 2.3 3.5 9.3 17.4 18.6 16.7 17.1 8.6 4.6 0.8 1.0
(735)

100.0 97.0 1.6 3.9 8.3 17.2 18.2 16.3 17.3 7.6 6.6 1.6 1.4
(698)

100.0 96.0 0.7 4.0 9.4 22.1 20.8 13.4 14.1 4.0 7.4 2.7 1.3
(149)

総数（父）

1歳未満

1～3歳未満

3～6歳未満

働
い
て
い
な
い

無
回
答

総
数

働
い
て
い
る

6～9歳未満

9～12歳未満

12歳以上

  表Ⅰ-1-5 帰宅時間（母）－１番下の子供の年齢

  

午
後
5
時
以
前

午
後
5
時
～

午
後
5
時
5
9
分

午
後
6
時
～

午
後
6
時
5
9
分

午
後
7
時
～

午
後
7
時
5
9
分

午
後
8
時
～

午
後
8
時
5
9
分

午
後
9
時
～

午
後
9
時
5
9
分

午
後
1
0
時
～

午
後
1
1
時
5
9
分

深
夜
・
早
朝

無
回
答

100.0 54.0 16.1 11.0 13.0 5.9 1.9 0.8 0.8 0.6 3.9 45.2 0.8
(4,389)
100.0 11.6 3.9 1.9 2.6 0.6 0.2 - 0.4 0.2 1.7 87.7 0.6
(464)

100.0 44.4 10.3 10.6 13.9 4.2 0.9 0.6 0.2 0.8 2.9 55.1 0.4
(925)

100.0 53.6 15.3 12.0 13.9 6.3 1.2 0.5 0.4 0.4 3.5 45.6 0.8
(972)

100.0 61.5 24.8 11.5 11.2 4.8 2.5 0.7 1.2 0.6 4.2 37.7 0.9
(815)

100.0 70.9 23.5 13.9 14.4 8.3 2.3 1.0 0.9 1.0 5.5 28.5 0.6
(796)

100.0 78.6 13.3 13.1 21.4 12.3 6.3 2.8 3.0 0.5 6.0 20.1 1.3
(398)

6～9歳未満

9～12歳未満

12歳以上

総数（母）

1歳未満

1～3歳未満

3～6歳未満

無
回
答

働
い
て
い
な
い

総
数

働
い
て
い
る

（注）ここでの総数は、働いていない人を含めた数である。（（10）の母集団は、働いている人のみ）
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参考 「労働力人口について」

  平成 22 年国勢調査によると、全国の労働力人口は 63,699 千人、労働力率（「労働力人口÷15

歳以上人口〔労働力状態「不詳」を除く〕」×100）は 61.2％と、平成 12 年以降低下している。

  東京都の労働力率は 64.5％で、平成 17 年に比べて 1.3 ポイント上昇している。男女別にみる

と、男性が 76.9％、女性が 52.8％で、17 年に比べて男性が 0.8 ポイント低下しているのに対し

て、女性は 3.0 ポイント増加している。

表 参考 1 労働力状態（全国、東京都）

  

  

（注）・労働力人口とは就業者と完全失業者を合わせたもの

・完全失業者とは、収入になる仕事を少しもしなかった人のうち、仕事に就くことが可能であって、かつ、

ハローワーク（公共職業安定所）に申し込むなどして積極的に仕事を探していた人）

資料：国勢調査（総務省）

単位：千人

　　　　　　　　　　　　　　全国・東京

　　労働力状態 平成12年 平成17年 平成22年 平成12年 平成17年 平成22年

総数（15歳以上人口） 108,225 109,764 110,277 10,596 10,991 11,492

　労働力人口
66,098 65,400 63,699 6,470 6,270 6,387

　（労働力率）
(62.1) (61.5) (61.2) (64.0) (63.2) (64.5)

　　就業者
62,978 61,506 59,611 6,158 5,916 6,013

　　完全失業者 3,120 3,894 4,088 312 354 375

　非労働力人口
40,386 41,008 40,372 3,634 3,653 3,514

男　総数
52,503 53,086 53,155 5,271 5,442 5,653

　労働力人口
39,250 38,290 36,825 3,873 3,691 3,702

　（労働力率）
(76.5) (75.3) (73.8) (78.4) (77.7) (76.9)

　　就業者
37,249 35,735 34,090 3,678 3,463 3,460

　　完全失業者
2,001 2,555 2,735 195 228 242

　非労働力人口 12,080 12,568 13,086 1,066 1,059 1,115

女　総数
55,721 56,679 57,123 5,325 5,549 5,840

　労働力人口
26,848 27,110 26,874 2,597 2,578 2,685

　（労働力率）
(48.7) (48.8) (49.6) (50.3) (49.8) (52.8)

　　就業者 25,729 25,771 25,522 2,481 2,452 2,552

　　完全失業者
1,118 1,339 1,353 116 126 133

　非労働力人口 28,307 28,440 27,287 2,568 2,595 2,398

全国 東京都
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８ 父母の学歴

   父母の最終卒業学校の状況をみると、父母ともに「大学」の割合が最も高く、父親 48.7％、

母親 30.0％となっている。(図Ⅰ-1-20)

図Ⅰ-1-20 父母の学歴

48.7

30.0

8.0

2.3

3.2

25.5

22.6

17.4

13.7

21.9

3.2

2.3

0.1

0.1

0.4

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父（3,608人）

母（3,984人）

中学校 無回答高等学校 専門学校 短期大学・

高等専門学校

大学院大学 その他

９ 世帯収入の状況

(１) 世帯の年間収入－19年度調査との比較

世帯の年間収入についてみると、「600～800 万円未満」の割合が最も高く 19.9％、次いで「500

～600 万円未満」12.4％、「400～500 万円未満」12.1％と続いている。(図Ⅰ-1-21)

図Ⅰ-1-21 世帯収入の状況－19年度調査との比較

4.4 6.5

5.9

9.8

9.4

12.1

12.3

12.4

13.6

19.9

19.3

11.9

12.9

7.0

8.5

4.3

4.7 4.9

4.5

1.1

0.2

1.9

1.6

3.9

4.2

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度(4,452世帯）

19年度(4,504世帯）

収入

なし

200～

300万

未満

500～

600万

未満

600～

800万

未満

800～

1,000万

未満

1,000～

1,200万

未満

1,200～

1,500万

未満

無回答1,500万

以上

400～

500万

未満

300～

400万

未満

100～

200万

未満

100万

未満



- 32 -

(２) 世帯の年間収入－世帯類型（母子・父子世帯）別

世帯の年間収入を世帯類型（母子・父子世帯）別にみると、両親世帯では「600～800 万円未

満」の割合が 22.3％と最も高くなっている。ひとり親世帯では「100～200 万円未満」の割合

が 22.1％と最も高くなっている。(表Ⅰ-1-6)

表Ⅰ-1-6 世帯の年間収入－世帯類型（母子・父子世帯）別

総
数

収
入
な
し

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
～

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
～

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
～

6
0
0
万
円
未
満

6
0
0
～

8
0
0
万
円
未
満

8
0
0
～

1
,
0
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
～

1
,
2
0
0
万
円
未
満

1
,
2
0
0
～

1
,
5
0
0
万
円
未
満

1
,
5
0
0
万
円
以
上

無
回
答

100.0 1.1 1.9 4.4 6.5 9.8 12.1 12.4 19.9 11.9 7.0 4.3 4.2 4.5

(4,452)

100.0 0.2 0.3 1.3 4.2 9.8 12.9 13.4 22.3 13.4 8.0 4.9 4.9 4.4

(3,782)

100.0 6.0 11.0 22.1 20.0 9.7 7.6 6.6 6.7 3.0 0.9 0.7 0.4 5.2

(670)

100.0 6.1 12.2 23.6 21.6 9.2 7.6 5.8 5.8 1.5 0.7 0.5 0.3 5.3

(607)

100.0 7.0 13.2 25.1 21.2 8.4 7.4 4.4 5.0 1.8 0.4 0.4 - 5.6

(499)

100.0 1.9 7.5 17.0 23.6 13.2 8.5 10.4 9.4 - 1.9 0.9 1.9 3.8

(106)

100.0 4.8 - 7.9 4.8 14.3 7.9 14.3 15.9 17.5 3.2 3.2 1.6 4.8

(63)

100.0 4.5 - 4.5 2.3 13.6 9.1 15.9 11.4 20.5 4.5 4.5 2.3 6.8

(44)

100.0 5.3 - 15.8 10.5 15.8 5.3 10.5 26.3 10.5 - - - -

(19)
その他

両親世帯

総数

ひとり親世帯

母子世帯

父子世帯

その他

父子のみの世帯

母子のみの世帯
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(３) 世帯の年間収入－父母の従業上の地位別

世帯の年間収入を父母の従業上の地位別にみると、父母ともに、正規の職員・従業員では、

「600～800 万円未満」の割合が最も高くなっている（父親 24.4％、母親 21.0％）。

パート・アルバイトでは、父母ともに、「300 万円未満」の割合が最も高いが（父 44.1％、

母 22.4％）、母親については、「600～800 万円未満」の割合が 17.7％と続いている。(表Ⅰ-1-7、

表Ⅰ-1-8)

  表Ⅰ-1-7 世帯の年間収入－父親の従業上の地位別

  

総
数

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
～

6
0
0
万
円
未
満

6
0
0
～

8
0
0
万
円
未
満

8
0
0
～

1
,
0
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
～

1
,
2
0
0
万
円
未
満

1
,
2
0
0
～

1
,
5
0
0
万
円
未
満

1
,
5
0
0
万
円
以
上

無
回
答

100.0 6.2 9.9 12.8 13.4 22.2 13.5 8.0 4.9 4.8 4.4

(3,845)

100.0 5.8 10.0 12.8 13.6 22.2 13.5 8.1 5.0 4.9 4.3
(3,775)

100.0 15.5 16.1 14.1 11.2 13.7 9.8 3.9 2.4 7.6 5.7

(490)

100.0 3.4 8.8 12.8 14.4 24.4 14.3 8.8 5.3 4.0 3.9

(2,923)

100.0 4.2 6.5 9.3 11.2 16.4 15.9 10.7 8.4 12.1 5.1
(214)

100.0 44.1 17.6 14.7 - 14.7 - - 2.9 - 5.9

(34)

100.0 26.7 13.3 26.7 13.3 13.3 6.7 - - - -
(15)

100.0 14.6 29.3 12.2 12.2 14.6 4.9 9.8 - - 2.4

(41)

100.0 48.6 8.6 17.1 5.7 11.4 2.9 - - - 5.7

(35)

自営業

正規の職員・従業員

総数

就業

非就業

会社・団体等の役員

パート・アルバイト

労働者派遣事業所の派遣社員

契約社員・嘱託

  表Ⅰ-1-8 世帯の年間収入－母親の従業上の地位別  

  

  
総
数

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
～

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
～

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
～

6
0
0
万
円
未
満

6
0
0
～

8
0
0
万
円
未
満

8
0
0
～

1
,
0
0
0
万
円
未
満

1
,
0
0
0
～

1
,
2
0
0
万
円
未
満

1
,
2
0
0
～

1
,
5
0
0
万
円
未
満

1
,
5
0
0
万
円
以
上

無
回
答

100.0 13.9 9.7 12.2 12.3 20.0 11.8 7.0 4.3 4.3 4.5

(4,389)

100.0 16.8 8.7 11.0 11.6 19.0 12.0 7.5 4.5 4.4 4.5

(2,596)

100.0 21.9 7.0 11.8 16.0 17.1 9.1 4.3 2.1 7.0 3.7
(187)

100.0 8.2 6.1 7.8 7.8 21.0 17.0 12.3 8.3 7.3 4.2

(961)

100.0 2.5 5.0 7.5 10.0 20.0 17.5 2.5 15.0 15.0 5.0

(40)

100.0 22.4 11.3 13.9 14.2 17.7 8.3 4.6 1.5 1.3 4.8

(1,113)

100.0 26.5 13.2 4.4 11.8 16.2 8.8 4.4 1.5 1.5 11.8

(68)

100.0 22.5 7.5 7.5 11.7 20.8 14.2 8.3 2.5 1.7 3.3

(120)

100.0 9.8 11.3 13.9 13.5 21.4 11.6 6.3 4.1 4.0 4.1

(1,760)
非就業

会社・団体等の役員

パート・アルバイト

労働者派遣事業所の派遣社員

契約社員・嘱託

自営業

正規の職員・従業員

総数

就業
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(４) 世帯の年間収入－共働きの状況別

世帯の年間収入を共働きの状況別にみると、どちらの世帯でも「400～600 万円未満」の割合

が最も高くなっている（共働きである世帯 24.6％、共働きでない世帯 28.6％）。

また、共働きである世帯は、800 万円以上の全ての階級について、共働きでない世帯よりも

割合が高くなっている。（図Ⅰ-1-22）

  図Ⅰ-1-22 世帯の年間収入－共働きの状況別

12.3

16.1

24.6

28.6

22.1

22.2

14.7

11.8

9.3

6.6

5.6

4.3

5.4

4.1

4.6

4.0

2.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

共働きである（2,033世帯）

共働きでない（1,691世帯）

200万円

未満

200～

400万円

未満

400～

600万円
未満

600～

800万円
未満

800～

1,000万円
未満

1,000～

1,200万円

未満

1,200～

1,500万円

未満

1,500万円

以上

無回答

(５) 主な世帯収入の種類－世帯類型（母子・父子世帯）別

主な世帯収入の種類を世帯類型（母子・父子世帯）別にみると、両親世帯、ひとり親世帯と

も「賃金・給料」の割合が最も高く、それぞれ 90.6％、73.0％となっている。(表Ⅰ-1-9)

表Ⅰ-1-9 主な世帯収入の種類－世帯類型（母子・父子世帯）別

総
数

賃
金
・
給
料

事
業
所
得

家
賃
・
地
代
・
利
子
・

配
当

仕
送
り

養
育
費
・
慰
謝
料

年
金
・
恩
給

生
活
保
護

そ
の
他
の
社
会
保
障

給
付
金

雇
用
保
険

そ
の
他
の
収
入

無
回
答

100.0 87.9 4.9 0.1 0.4 0.4 0.5 1.3 0.4 0.1 0.3 3.5
(4,452)

100.0 90.6 5.3 0.0 0.5 - 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 3.1

(3,782)

100.0 73.0 2.7 0.3 - 2.5 3.3 8.1 2.5 0.6 1.5 5.5

(670)

100.0 72.5 2.0 0.3 - 2.8 3.5 8.6 2.8 0.5 1.6 5.4

(607)
100.0 71.9 2.0 - - 3.0 3.0 10.0 2.6 0.4 1.8 5.2

(499)

100.0 74.5 1.9 1.9 - 1.9 5.7 1.9 3.8 0.9 0.9 6.6

(106)

100.0 77.8 9.5 - - - 1.6 3.2 - 1.6 - 6.3
(63)

100.0 75.0 9.1 - - - 2.3 4.5 - - - 9.1

(44)

100.0 84.2 10.5 - - - - - - 5.3 - -

(19)

父子のみの世帯

その他

総数

母子世帯

父子世帯

ひとり親世帯

両親世帯

母子のみの世帯

その他
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参考 「子供をもつ世帯の消費支出」

  子供が 2人の世帯の 1か月間の消費支出の内訳の比率を各地域と比べると、東京都は「住居費」

「被服及び履物」が全国、他の地域よりも高くなっている。その他に全国よりも高いのは「食料」

「教育」となっている。（図 参考 3）

   

  図 参考 3 子供が 2人の世帯の 1か月間の消費支出の内訳（地域別）

  

22.7 22.3 22.5 23.0 22.2 23.8

5.4 3.9 6.0 6.9
5.3

5.0

6.1
5.7

5.5
5.6

5.6
6.3

2.8
2.7

3.0
2.6

2.7
2.7

4.4
4.6

4.7 5.0
4.5

4.4

3.7
3.5

4.4 3.6
3.6

3.6

15.3
14.8

13.8 13.6 16.2 14.4

10.6
13.4

12.7 12.0 11.5 12.9

10.2 10.5
10.6 10.2 10.3

9.6

18.7 18.6 16.9 17.6 18.1 17.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全国 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 大阪府

光熱・水道

その他の

　消費支出

教養娯楽

教育

交通・通信

保健・医療

被服及び履物

家具・家事用品

住居

食料

   (注) 子供が 2人の世帯とは、夫婦と未婚の子供のみの世帯である。

        

資料：平成 21 年全国消費実態調査（総務省）
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第２章 就学前の子供がいる世帯

就学前の子供がいる世帯 2,517 世帯の、就学前の子供 3,300 人の状況について述べる。

１ 就学前の子供の日中の世話

(１) 就学前の子供の日中の世話－19年度調査との比較

就学前の子供 3,300 人について、平日の日中、通園させたり預けたりしているか聞いたとこ

ろ、「はい」の割合が 60.8％となっている。(図Ⅰ-2-1)

  

図Ⅰ-2-1 就学前の子供の日中の世話－19年度調査との比較

60.8

60.0

37.2

40.0 0.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（3,300世帯）

≪参考≫
19年度（3,371世帯）

はい いいえ 無回答

自分・配偶者以外が世話をしている 自分・配偶者が世話をしている 無回答

（注） 19 年度調査では、「日中の世話は主に誰がしているか」という問に対し「自分・配偶者以外が世話をしている」「自

分・配偶者が世話をしている」という選択肢であった。

(２) 就学前の子供の日中の世話－子供の年齢別

就学前の子供の日中の世話を子供の年齢別にみると、年齢が高くなるにつれて「はい」（平

日の日中、通園させたり預けたりしている）の割合が、増えていく傾向にある。(図Ⅰ-2-2)

  図Ⅰ-2-2 就学前の子供の日中の世話－子供の年齢別

    

60.8

6.0

34.4

43.8

67.0

94.6

97.1

98.2

37.2

92.1

62.3

54.6

31.0

4.2

0.7

0.8

1.1

2.0

1.2

2.0

1.6

3.3

1.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（3,300人）

0歳（467人）

1歳（517人）

2歳（500人）

3歳（546人）

4歳（499人）

5歳（488人）

6歳（272人）

はい いいえ 無回答

問 平日の日中、お子さんを通園させたり、預けたりしていますか。
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(３) 認可保育所への入所希望－共働きの状況別

認可保育所への入所希望について、共働きの状況別にみると、共働き世帯では「今後、入所

申込みをする予定である」の割合が最も高く 23.1％、次いで「入所させるつもりはない」の

20.7％となっている。共働きでない世帯では、「入所させるつもりはない」の割合が 40.2％と

最も高く、次いで「入所させるか否かは未定である」が 15.2％となっている。（図Ⅰ-2-3）

  図Ⅰ-2-3 認可保育所への入所希望－共働きの状況別

5.4

13.4

14.1

23.1

10.4

13.6

9.5

15.2

34.4

20.7

40.2

32.5

33.2

32.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（2,247人）

共働きである（671人）

共働きでない（1,546人）

既に入所申込み

をしている

無回答今後、入所申込み

をする予定である

入所させるか否かは

未定である

入所させるつもりは

ない

（注） 総数は、両親がいる世帯の、認可保育所へ入所していない子供 2,247 人である（ひとり親世帯は含まれていな

い。）。

（注） 「共働きである」には、産休・育児休業中および病気等で休んでいる場合も含む。
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(４) 認可保育所への入所希望－子供の年齢別

認可保育所への入所希望について、子供の年齢別にみると、「既に入所申込みをしている」

と「今後、入所申込みをする予定である」を合わせた割合は、0歳では 43.4％、1歳では 30.5％、

2歳では 25.0％となっている。（図Ⅰ-2-4）

図Ⅰ-2-4 認可保育所への入所希望－子供の年齢別

5.7

9.4

8.5

4.1

14.2

34.1

20.1

16.5

8.7

13.6

23.8

24.5

20.6

7.6

3.1

34.0

27.8

36.7

42.1

41.9

33.5

25.6

29.0

32.5

4.9

8.3

12.4

37.8

59.9

71.9

71.0

-

1.2

0.7

10.4

-

2.2

0.4 1.4

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（2,304人）

0歳（449人）

1歳（384人）

2歳（340人）

3歳（344人）

4歳（322人）

5歳（281人）

6歳（176人）

既に入所申込み

をしている

無回答今後、入所申込み

をする予定である

入所させるか否かは

未定である

入所させるつもり

はない

43.4

30.5

25.0
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(５) 子供の預け先を選ぶ際に重視すること[複数回答] －19 年度調査との比較

  子供の預け先を選ぶ際に重視することを聞いたところ、「通うのに便利な場所にある」の割合

が最も高く 45.2％、次いで「丁寧に子供を見てくれる」（41.9％）、「高くない費用で利用でき

る」（32.1％）となっている。（図Ⅰ-2-5）

  一方、最も重視することでは、「丁寧に子供を見てくれる」の割合が最も高く 20.9％、次い

で「通うのに便利な場所にある」（16.2％）、「教育・保育が充実している」（10.0％）となって

いる。（図Ⅰ-2-6）

図Ⅰ-2-5 子供の預け先を選ぶ際に重視すること〔複数回答〕－19年度調査との比較

45.2

41.9

32.1

28.6

27.7

18.6

17.1

6.8

5.9

4.4

3.6

1.2

1.6

11.8

50.9

53.9

34.4

30.6

25.7

24.6

20.1

6.9

10.5

5.3

3.9

1.4

1.3

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通うのに便利な場所にある

丁寧に子供を見てくれる

高くない費用で利用できる

教育・保育が充実している

希望する時間まで子供を預かってくれる  ※

先生や保育者の教育の方針が養育者と一致している

柔軟な対応をしてくれる

子供が病気のときでも利用できる

先生や保育者と養育者との交流が盛んである

給食の内容が良い

夜間や休日でも利用できる

その他

特にない

無回答

24年度(2,517世帯)

19年度(2,592世帯)

（注）総数 2,517 世帯は、就学前の子供がいる世帯数である。

（注）19 年度調査では、※は「子どもを見てくれる時間が十分である」としていた。

問 お子さんの預け先を選ぶ際に重視することは何ですか。その中で最も重視するものは何

ですか。
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図Ⅰ-2-6 子供の預け先を選ぶ際に最も重視すること

20.9

16.2

10.0

9.4

7.4

7.3

3.1

1.5

1.0

0.6

0.2

0.9

1.4

20.0

15.6

9.6

6.3

7.6

8.5

3.6

1.2

1.9

0.6

0.2

0.7

0.6

13.9

29.8

0% 10% 20% 30%

丁寧に子供を見てくれる

通うのに便利な場所にある

教育・保育が充実している

希望する時間まで子供を預かってくれる　※

高くない費用で利用できる

先生や保育者の教育の方針が養育者と一致している

柔軟な対応をしてくれる

子供が病気のときでも利用できる

先生や保育者と養育者との交流が盛んである

夜間や休日でも利用できる

給食の内容が良い

その他

特にない

無回答

24年度（2,517世帯）

19年度（2,592世帯）

（注）総数 2,517 世帯は、就学前の子供がいる世帯数である。

（注）19 年度調査では、※は「子どもを見てくれる時間が十分である」としていた。
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(６) 子供の預け先を選ぶ際に重視すること〔複数回答〕

                        －日中の子供の預け先（主なところ）別

子供の預け先を選ぶ際に重視することについて、幼稚園では「通うのに便利な場所にある」

の割合が最も高く 43.9％、次いで「丁寧に子供を見てくれる」が 42.4％と続いている。

一方、認証保育所では「希望する時間まで子供を預かってくれる」が 41.1％と最も高く、認

可保育所（公立 35.3％、私立 33.5％）に比べて高くなっている。また、「教育・保育が充実

している」（32.6％）についても、認可保育所（公立 19.5％、私立 22.9％）に比べて高くなっ

ている。（表Ⅰ-2-1）

  表Ⅰ-2-1 子供の預け先を選ぶ際に重視すること〔複数回答〕

                 －日中子供を見てもらっているところ（主なところ）別

総
数

希
望
す
る
時
間
ま
で
子
供
を

預
か

っ
て
く
れ
る

夜
間
や
休
日
で
も
利
用
で
き
る

子
供
が
病
気
の
と
き
で
も
利
用

で
き
る

教
育
・
保
育
が
充
実
し
て
い
る

高
く
な
い
費
用
で
利
用
で
き
る

柔
軟
な
対
応
を
し
て
く
れ
る

先
生
や
保
育
者
の
教
育
の
方
針

が
養
育
者
と
一
致
し
て
い
る

先
生
や
保
育
者
と
養
育
者
と
の

交
流
が
盛
ん
で
あ
る

給
食
の
内
容
が
良
い

丁
寧
に
子
供
を
見
て
く
れ
る

通
う
の
に
便
利
な
場
所
に
あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

100.0 28.2 4.0 7.3 27.5 28.0 15.5 17.7 6.3 4.6 38.3 44.0 1.2 1.6 14.3
(2,008)
100.0 18.8 2.8 4.1 34.3 30.6 15.1 27.5 7.6 3.5 42.4 43.9 1.1 2.4 9.6
(834)

100.0 35.3 4.5 9.9 19.5 28.1 12.8 7.8 5.4 5.4 34.8 46.3 1.3 0.9 19.1
(538)

100.0 33.5 5.6 9.6 22.9 19.9 18.9 8.2 6.6 6.4 37.8 43.9 1.9 1.3 18.4
(376)

100.0 41.1 3.1 10.1 32.6 31.0 19.4 20.9 3.9 6.2 31.8 37.2 0.8 0.8 13.2
(129)

100.0 37.9 3.4 6.9 34.5 44.8 13.8 13.8 - - 37.9 58.6 3.4 - 6.9
(29)

100.0 47.1 - 17.6 23.5 29.4 29.4 17.6 - 5.9 35.3 35.3 - - 11.8
(17)

100.0 - - - - 75.0 - 50.0 25.0 - - 100.0 - - -
(4)

100.0 28.6 11.4 11.4 31.4 25.7 11.4 28.6 8.6 2.9 40.0 37.1 - 5.7 5.7
(35)

100.0 60.0 40.0 - 20.0 40.0 30.0 - - - 10.0 50.0 - - -
(10)

100.0 - - 100.0 - - - 100.0 - - 100.0 - - - -
(1)

100.0 - - - 33.3 33.3 66.7 33.3 - 33.3 66.7 33.3 - - -
(3)

100.0 16.7 - - 8.3 25.0 8.3 16.7 - - 33.3 25.0 - - 41.7
(12)

総数

幼稚園

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

認証保育所

認定こども園

職場内保育所

同居していない親族や友人

その他の家族

ベビーシッター

家庭的保育者（保育ママ）

ファミリー・サポート・センター

上記以外の保育施設

（注）総数は、平日の日中、通園させたり預けたりしている子供の数 2,008人である。
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２ 自分・配偶者以外が日中の世話をしている子供の状況

(１) 日中の子供の預け先（主なところ）－19年度調査との比較

   平日の日中、通園させたり預けたりしている子供（2,008 人）の預け先（主なところ）を、

子供の年齢別（「０～３歳」、「４～６歳」）にみると、子供の年齢が「０～３歳」では、「認可保

育所（公立）」の割合が最も高く 33.4％となっている。

   子供の年齢が「４～６歳」では、「幼稚園」の割合が 56.9％で最も高く、19年度調査（51.3％）

  に比べて 5.6 ポイント増加している。 (図Ⅰ-2-7)

図Ⅰ-2-7 日中の子供の預け先（主なところ）－19年度調査との比較

問 日中お子さんを見てもらっているところはどこですか。

17.8

12.8

0.9 2.0 0.5
3.2

1.3 0.1 0.4 1.5

61.0

2.4
0.1

58.7

0.40.5

14.6

8.2

0.6 1.8 0.3 1.3 0.3 2.5
5.5

1.3
0%

10%
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40%
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70%
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園

認

可

保

育

所

認

証

保

育

所

認

定

こ
ど

も
園

職

場

内

保

育

所

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ

ー

ト

・

セ

ン
タ

ー

左

記

以

外

の
保

育

施

設

等

家

庭

的

保

育

者

（
保

育

マ

マ

）

ベ
ビ

ー

シ

ッ
タ

ー

そ

の
他

の
家

族

同

居

し

て

い
な

い

親

族

や
友

人

そ

の
他

無

回

答

24年度（791人）

19年度（672人）

33.4

(公立)

25.3

(私立)

38.8

(公立)

22.2

(私立)

子供の年齢「０～３歳」

37.0

0.1 0.3 0.70.3

10.3

2.3

--
1.8

-
0.8

- -

56.9

51.3

36.0

1.1 0.6 - 0.3 - 0.1- - -
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

幼

稚

園

認

可

保

育

所

認

証

保

育

所

認

定

こ
ど

も
園

職

場

内

保

育

所

フ

ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ

ー

ト

・

セ

ン
タ

ー

左

記

以

外

の
保

育

施

設

等

家

庭

的

保

育

者

（
保

育

マ

マ

）

ベ
ビ

ー

シ

ッ
タ

ー

そ

の
他

の
家

族

同

居

し

て

い
な

い

親

族

や
友

人

そ

の
他

無

回

答

24年度（1,213人）

19年度（1,346人）

22.6

(公立)

14.4

(私立)

23.8

(公立)

12.1

(私立)

子供の年齢「４～６歳」

（注）24 年度の合計が 2,008人（通園させたり預けたりしている就学前の子供人数）にならないのは、年齢不明の子供  

が 4 人いるためである。同様に、19 年度の合計が 2,021 人（自分・配偶者以外が世話をしている就学前の子供人

数）にならないのは、年齢不明の子供が 3人いるためである。
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(２) 日中の子供の預け先（主なところ）－両親の有無別

日中の子供の預け先（主なところ）は、両親世帯では「幼稚園」の割合が最も高く 43.2％、

ひとり親世帯では「認可保育所（公立）」の割合が最も高く 41.3％となっている。(表Ⅰ-2-2)

  表Ⅰ-2-2 日中の子供の預け先（主なところ）－両親の有無別

総
数

幼
稚
園

認
可
保
育
所

（
公
立

）

認
可
保
育
所

（
私
立

）

認
証
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

職
場
内
保
育
所

フ

ァ
ミ
リ
ー

・

サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

左
記
以
外
の
保
育
施
設

家
庭
的
保
育
者

（
保
育
マ
マ

）

ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー

そ
の
他
の
家
族

同
居
し
て
い
な
い
親
族
や
友
人

そ
の
他

無
回
答

100.0 41.5 26.8 18.7 6.4 1.4 0.8 0.2 1.7 0.5 0.0 0.1 0.6 0.4 0.6

(2,008)

100.0 43.2 25.9 17.9 6.6 1.4 0.9 0.2 1.7 0.5 0.1 0.2 0.5 0.4 0.6
(1,887)

100.0 15.7 41.3 31.4 4.1 2.5 - - 2.5 0.8 - - 1.7 - -

(121)

総数

ひとり親世帯

両親世帯
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(３) 日中の子供の預け先（主なところ）－子供の年齢別

日中の子供の預け先（主なところ）を子供の年齢（1歳刻み）別にみると、1、2歳児では「認

可保育所（公立）」の割合が最も高く（1歳 35.4％、2歳 36.5％）、次いで「認可保育所（私立）」

の割合が高くなっている（1歳 29.8％、2歳 32.4％）。3歳以上ではいずれも「幼稚園」の割

合が最も高くなっている。(表Ⅰ-2-3)

  表Ⅰ-2-3 日中の子供の預け先（主なところ）－子供の年齢別

総
数

幼
稚
園

認
可
保
育
所

（
公
立

）

認
可
保
育
所

（
私
立

）

認
証
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

職
場
内
保
育
所

フ

ァ
ミ
リ
ー

・

サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

左
記
以
外
の
保
育
施
設

家
庭
的
保
育
者

（
保
育
マ
マ

）

ベ
ビ
ー

シ

ッ
タ
ー

そ
の
他
の
家
族

同
居
し
て
い
な
い
親
族
や
友
人

そ
の
他

無
回
答

100.0 41.5 26.8 18.7 6.4 1.4 0.8 0.2 1.7 0.5 0.0 0.1 0.6 0.4 0.6

(2,008)

100.0 - 17.9 14.3 35.7 - 7.1 - 7.1 3.6 - 3.6 10.7 - -
(28)

100.0 - 35.4 29.8 22.5 0.6 1.7 1.1 4.5 2.2 - 0.6 1.7 - -

(178)

100.0 4.1 36.5 32.4 15.1 0.9 3.2 0.5 1.8 1.8 - - 1.8 1.4 0.5

(219)

100.0 36.1 31.7 19.7 4.9 1.1 1.1 0.3 3.0 0.3 0.3 0.3 0.5 0.3 0.5

(366)
100.0 57.6 21.4 13.1 3.0 2.5 - - 0.8 - - - - 0.2 1.3

(472)

100.0 53.0 25.5 15.8 2.5 1.1 0.2 - 1.1 - - - - 0.6 0.2

(474)

100.0 62.5 19.5 14.2 0.7 1.9 - - 0.4 - - - - - 0.7

(267)

総数

1歳

0歳

6歳

5歳

4歳

3歳

2歳
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(４) 日中の子供の預け先（主なところ）の保育開始時間

－日中の子供の預け先（主なところ）別

日中の子供の預け先（主なところ）の保育開始時間を聞いたところ、「午前 9時～9時 29 分」

の割合が 43.2％と最も高くなっている。

日中の子供の預け先（主なところ）別にみると、認可保育所（公立）、認可保育所（私立）、

認証保育所いずれも、「午前 9時～9時 29分」の割合が最も高くなっている（公立 28.3％、私

立 24.7％、認証 32.6％）。（表Ⅰ-2-4)

  表Ⅰ-2-4 日中の子供の預け先（主なところ）の保育開始時間

－日中の子供の預け先（主なところ）別

  

総
数

午
前
7
時
2
9
分
以
前

午
前
7
時
3
0
分
～

午
前
7
時
5
9
分

午
前
8
時
～

午
前
8
時
2
9
分

午
前
8
時
3
0
分
～

午
前
8
時
5
9
分

午
前
9
時
～

午
前
9
時
2
9
分

午
前
9
時
3
0
分
～

午
前
9
時
5
9
分

午
前
1
0
時
以
降

無
回
答

100.0 2.3 9.0 16.5 19.7 43.2 4.7 2.5 2.0
(2,008)
100.0 0.1 1.0 6.4 15.0 64.0 8.3 3.1 2.2
(834)

100.0 3.5 14.5 24.2 25.7 28.3 2.4 0.6 0.9
(538)

100.0 6.1 20.2 23.9 22.1 24.7 1.3 0.3 1.3
(376)

100.0 - 12.4 25.6 21.7 32.6 3.1 3.1 1.6
(129)

100.0 - - 24.1 17.2 55.2 - - 3.4
(29)

100.0 - - 29.4 35.3 35.3 - - -
(17)

100.0 - - - - 25.0 50.0 25.0 -
(4)

100.0 - 2.9 5.7 25.7 40.0 - 25.7 -
(35)

100.0 - 10.0 20.0 10.0 50.0 10.0 - -
(10)

100.0 25.0 - 25.0 - 16.7 - 25.0 8.3
(12)

100.0 1.3 4.9 13.7 18.4 40.5 5.1 2.0 14.1
(2,021)

総数

幼稚園

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

認証保育所

認定こども園

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

同居していない親族や友人

19年度調査

上記以外の保育施設

家庭的保育者（保育ママ）

問 何時から何時まで見てもらっていますか。
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(５) 日中の子供の預け先（主なところ）の保育終了時間

－日中の子供の預け先（主なところ）別

日中の子供の預け先（主なところ）の保育終了時間を聞いたところ、「午後 2時～午後 2時

59 分」の割合が 30.2％と最も高くなっている。

日中の子供の預け先（主なところ）別にみると、認可保育所（公立）と認証保育所では、「午

後 5時～午後 5時 59分」の割合が最も高く（公立 35.5％、認証 33.3％）、認可保育所（私立）

では「午後 6時～午後 6時 59 分」が最も高く 40.4％と、4割を超えている。（表Ⅰ-2-5)

  表Ⅰ-2-5 日中の子供の預け先（主なところ）の保育終了時間

                         －日中の子供の預け先（主なところ）別

総
数

午
後
1
時
5
9
分
以
前

午
後
2
時
～

午
後
2
時
5
9
分

午
後
3
時
～

午
後
3
時
5
9
分

午
後
4
時
～

午
後
4
時
5
9
分

午
後
5
時
～

午
後
5
時
5
9
分

午
後
6
時
～

午
後
6
時
5
9
分

午
後
7
時
～

午
後
7
時
5
9
分

午
後
8
時
～

午
後
8
時
5
9
分

午
後
9
時
～

午
後
9
時
5
9
分

午
後
1
0
時
以
降

無
回
答

100.0 5.7 30.2 5.7 9.1 20.4 20.4 4.8 0.7 0.1 0.2 2.6
(2,008)
100.0 11.4 69.3 11.4 1.0 2.5 1.6 0.1 - - - 2.8
(834)

100.0 0.2 0.6 - 18.6 35.5 35.1 8.6 0.6 - - 0.9
(538)

100.0 0.8 1.1 0.3 11.2 33.2 40.4 10.1 0.8 - - 2.1
(376)

100.0 2.3 0.8 3.1 10.9 33.3 32.6 7.0 6.2 - 0.8 3.1
(129)

100.0 20.7 27.6 - 6.9 27.6 10.3 - 3.4 - - 3.4
(29)

100.0 5.9 5.9 17.6 17.6 41.2 5.9 5.9 - - - -
(17)

100.0 50.0 - 50.0 - - - - - - - -
(4)

100.0 5.7 17.1 20.0 20.0 11.4 8.6 - - 2.9 8.6 5.7
(35)

100.0 - - - 30.0 70.0 - - - - - -
(10)

100.0 8.3 8.3 - - 16.7 25.0 16.7 - 8.3 8.3 8.3
(12)

100.0 5.0 25.8 4.8 10.7 17.2 17.5 3.7 0.3 0.3 0.1 14.5
(2,021)

総数

幼稚園

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

認証保育所

認定こども園

職場内保育所

ファミリー・サポート・センター

同居していない親族や友人

19年度調査

上記以外の保育施設

家庭的保育者（保育ママ）
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 (６) 日中の子供の預け先（補助的なところ）の保育開始時間と終了時間

                      －日中の子供の預け先（補助的なところ）別

日中の子供の預け先（補助的なところ）の保育開始時間及び保育終了時間を聞いたところ、

保育開始時間は「午前 9時 59 分以前」の割合が 4.6％となっている。（表Ⅰ-2-6）

保育終了時間は「午後 5時～午後 6時 59 分」の割合が 5.0％、「午後 7時～午後 8時 59分」

が 3.5％となっている。（表Ⅰ-2-7）

  表Ⅰ-2-6 日中の子供の預け先（補助的なところ）の保育開始時間

                     －日中の子供の預け先（補助的なところ）別

  

総
数

午
前
9
時
5
9
分
以
前

午
前
1
0
時
～

午
前
1
1
時
5
9
分

正
午
～

午
後
1
時
5
9
分

午
後
2
時
～

午
後
3
時
5
9
分

午
後
4
時
～

午
後
5
時
5
9
分

午
後
6
時
以
降

補
助
的
な
と
こ
ろ
は

な
い

無
回
答

100.0 4.6 0.5 0.3 2.3 2.5 2.2 67.1 20.5

(2,008)

100.0 7.7 - - 15.4 7.7 46.2 - 23.1

(13)
100.0 25.0 - 8.3 - 16.7 16.7 - 33.3

(12)

100.0 18.5 - 1.9 16.7 16.7 14.8 - 31.5

(54)

100.0 28.6 4.0 - 9.1 19.4 10.3 - 28.6

(175)

100.0 1.9 0.1 0.3 1.7 2.4 2.0 79.6 12.0

(2,021)

同居していない親族や友人

19年度調査

ベビーシッター

その他の家族

ファミリー・サポート・センター

総数

表Ⅰ-2-7 日中の子供の預け先（補助的なところ）の保育終了時間

                     －日中の子供の預け先（補助的なところ）別

    

総
数

午
後
2
時
5
9
分
以
前

午
後
3
時
～

午
後
4
時
5
9
分

午
後
5
時
～

午
後
6
時
5
9
分

午
後
7
時
～

午
後
8
時
5
9
分

午
後
9
時
以
降

補
助
的
な
と
こ
ろ
は

な
い

無
回
答

100.0 0.8 1.6 5.0 3.5 1.2 67.1 20.7
(2,008)

100.0 0.0 15.4 30.8 15.4 15.4 - 23.1
(13)

100.0 8.3 0.0 16.7 41.7 0.0 - 33.3

(12)
100.0 0.0 3.7 18.5 33.3 11.1 - 33.3

(54)
100.0 6.9 5.7 34.3 16.6 6.3 - 30.3

(175)

100.0 0.2 0.7 3.2 3.0 1.2 79.6 12.0

(2,021)

同居していない親族や友人

19年度調査

ベビーシッター

その他の家族

ファミリー・サポート・センター

総数
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(７) 二重保育の有無－両親の有無別

主な預け先を利用した前後に、補助的な預け先を利用する「二重保育をしている」子供の割

合は 6.8％で、ひとり親世帯では 10.7％となっている。(図Ⅰ-2-8)

  図Ⅰ-2-8 二重保育の有無－両親の有無別

6.8

6.6

10.7

6.1

63.8

63.9

62.8

82.1

29.3

29.5

26.4

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（2,008人）

両親世帯（1,887人）

ひとり親世帯（121人）

19年度　総数（2,021人)

二重保育をしている 二重保育をしていない 無回答

(８) 二重保育の有無－日中の子供の預け先（主なところ）別

二重保育の有無を、日中の子供の預け先（主なところ）別にみると、「二重保育をしている」

割合は、認可保育所（私立）で 8.2％、認証保育所では 3.9％となっている。(図Ⅰ-2-9)

  図Ⅰ-2-9 二重保育の有無－日中の子供の預け先（主なところ）別

6.8

6.2

7.6

8.2

63.8

65.8

65.1

62.8

69.8

29.3

27.9

27.3

29.0

26.4

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（2,008人）

幼稚園（834人）

認可保育所（公立）（538人）

認可保育所（私立）（376人）

認証保育所（129人）

二重保育をしている 二重保育をしていない 無回答

（注）「日中子供を通園させたり、預けたりしている」と答えた世帯の子供 2,008 人について、①日中の主な預け先と

補助的な預け先にそれぞれ預けている時間から、二重保育をしていると見受けられる子供と、②「保育時間と勤

務時間との関係」で「二重保育をしている」と答えた子供を合わせて「二重保育をしている」として集計した。
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 (９) 保育時間と勤務時間の関係

保育時間と勤務時間の関係はどのようになっているか聞いたところ、「現行の保育時間で指

し支えない」と回答した割合が最も高く 60.9％、次いで「現行の保育時間に合わせて、何とか

仕事を調整している」が 25.5％となっている。（図Ⅰ-2-10）

  図Ⅰ-2-10 保育時間と勤務時間の関係
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る
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が

家

族
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に
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就

業

時
間

や
残

業

の
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育
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子
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を
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て
か
ら

、
再

び
仕

事

を

し

て

い
る

そ

の
他

無

回

答

24年度(1,974人) 19年度(1,806人)

（注）(9)～（12）の 24年度調査の母集団 1,974 人は、日中、子供を見てもらっているところを「幼稚園」「認可保育

所（公立）」「認可保育所（私立）」「認証保育所」「認定こども園」「職場内保育所」「ファミリー・サポート・セン

ター」「その他の保育施設」「家庭的保育者（保育ママ）」「ベビーシッター」と答えた数である。

問 保育時間と勤務時間の関係はどのようになっていますか。
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（10）保育時間と勤務時間の関係－共働きの状況別

   保育時間と勤務時間の関係を共働きの状況別にみると、共働きでない世帯では「現行の保育

時間で差し支えない」が 84.2％と 8 割を超えているのに対し、共働き世帯では 48.5％と低く

なっている。（図Ⅰ-2-11）

図Ⅰ-2-11 保育時間と勤務時間の関係－共働きの状況別
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(11) 子供を預けていて不満に思うこと〔複数回答〕－19年度調査との比較

   子供の預け先に関して困ることや不満に思うことを聞いたところ、「子供が病気のときに利用

できない」の割合が 33.2％と最も高くなっている（「特にない」を除く）。（図Ⅰ-2-12）

  図Ⅰ-2-12 子供を預けていて不満に思うこと〔複数回答〕－19年度調査との比較
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な
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他

無

回
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24年度(1,974人） 19年度(1,806人）

（注）19年度調査では、※は「子どもを見てくれる時間が短い」としていた。

(12) 子供を預けていて不満に思うこと〔複数回答〕－両親の有無別

子供の預け先に関して困ることや不満に思うことを両親の有無別にみると、両親世帯、ひと

り親世帯どちらも「子供が病気のときに利用できない」の割合が最も高くなっている（両親世

帯 32.4％、ひとり親世帯 45.8％）。（表Ⅰ-2-8）

  表Ⅰ-2-8 子供を預けていて不満に思うこと〔複数回答〕－両親の有無別

問 お子さんの預け先に関して、困ることや不満に思うことは何ですか。

子供を預けていて不満に思うことは「子供が病気のときに利用できない」の割合が最も高く、

３人に１人

総
数

希
望
す
る
時
間
ま
で
子
供
を

預
か

っ
て
く
れ
な
い

夜
間
や
休
日
に
利
用
で
き

な
い

子
供
が
病
気
の
と
き
に
利
用

で
き
な
い

教
育
・
保
育
の
内
容
が
良
く

な
い

費
用
が
高
い

対
応
が
柔
軟
で
は
な
い

、

融
通
が
き
か
な
い

先
生
や
保
育
者
の
教
育
の

方
針
が
養
育
者
と
異
な
る

先
生
や
保
育
者
と
養
育
者

と
の
交
流
が
少
な
い

給
食
の
内
容
が
良
く
な
い

丁
寧
に
子
供
を
見
て
く
れ

な
い

通
う
の
に
不
便
で
あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

100.0 10.6 13.1 33.2 1.6 20.8 6.7 1.1 3.0 2.7 1.3 5.9 3.6 39.0 4.5
(1,974)
100.0 10.4 12.3 32.4 1.7 21.3 6.7 1.1 3.0 2.8 1.3 6.1 3.8 38.7 4.7

(1,854)
100.0 13.3 25.0 45.8 0.8 13.3 7.5 - 3.3 0.8 1.7 3.3 1.7 42.5 0.8
(120)

総数

両親世帯

ひとり親世帯
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(13) 子供を預けていて不満に思うこと〔複数回答〕－日中の子供の預け先（主なところ）別

子供を預け先に関して困ることや不満に思うことを、日中の子供の預け先（主なところ）別

にみると、認可保育所（公立）と認可保育所（私立）では、「子供が病気のときに利用できな

い」の割合が最も高くなっている（公立 48.9％、私立 51.3％）。また、幼稚園と認証保育所で

は、「費用が高い」が最も高くなっている（幼稚園 25.7％、認証保育所 63.6％）（「特にない」

を除く）。（表Ⅰ-2-9）

  表Ⅰ-2-9 子供を預けていて不満に思うこと〔複数回答〕

                       －日中の子供の預け先（主なところ）別

総
数

希
望
す
る
時
間
ま
で
子
供
を

預
か

っ
て
く
れ
な
い

夜
間
や
休
日
に
利
用
で
き

な
い

子
供
が
病
気
の
と
き
に
利
用

で
き
な
い

教
育
・
保
育
の
内
容
が
良
く

な
い

費
用
が
高
い

対
応
が
柔
軟
で
は
な
い

、

融
通
が
き
か
な
い

先
生
や
保
育
者
の
教
育
の

方
針
が
養
育
者
と
異
な
る

先
生
や
保
育
者
と
養
育
者

と
の
交
流
が
少
な
い

給
食
の
内
容
が
良
く
な
い

丁
寧
に
子
供
を
見
て
く
れ

な
い

通
う
の
に
不
便
で
あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

100.0 10.6 13.1 33.2 1.6 20.8 6.7 1.1 3.0 2.7 1.3 5.9 3.6 39.0 4.5
(1,974)
100.0 9.8 7.8 12.8 1.0 25.7 4.3 1.2 2.2 4.3 1.1 2.9 2.6 48.6 7.6
(834)

100.0 13.0 16.7 48.9 2.0 8.2 9.3 0.7 4.6 0.7 1.5 6.9 3.3 34.4 1.7
(538)

100.0 9.6 16.5 51.3 2.4 11.4 8.0 0.8 3.7 1.1 1.6 8.0 4.0 34.0 2.4
(376)

100.0 4.7 15.5 49.6 - 63.6 7.8 0.8 0.8 2.3 0.8 14.7 7.0 14.7 2.3
(129)

100.0 3.4 13.8 27.6 6.9 34.5 13.8 10.3 3.4 13.8 3.4 - 6.9 34.5 -
(29)

100.0 17.6 35.3 23.5 11.8 - - - - - - - 17.6 52.9 -
(17)

100.0 14.3 11.4 31.4 - 40.0 2.9 - - 5.7 2.9 20.0 5.7 28.6 8.6
(35)

100.0 30.0 60.0 20.0 - 20.0 20.0 - - - - - 10.0 10.0 10.0
(10)

総数

幼稚園

認可保育所（公立）

認可保育所（私立）

上記以外の保育施設

家庭的保育者（保育ママ）

認証保育所

認定こども園

職場内保育所
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３ 平日の日中、子供を通園させたり預けたりしていない世帯の状況

平日の日中、子供(1,226 人)を通園させたり預けたりしていないと回答した 1,103 世帯に、各

種サービスの利用状況について聞いた。

(１) 子育てサービスの参加状況〔複数回答〕－19年度調査との比較

子育てサービスの参加状況を聞いたところ、「保育所・児童館・子供家庭支援センターが行

う子育てひろば事業など」の割合が 54.6％と最も高く、19 年度調査（47.6％）と比べて 7.0

ポイント上昇している。(図Ⅰ-2-13)

  図Ⅰ-2-13 子育てサービスの参加状況〔複数回答〕－前回調査との比較
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そ
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無

回
答

24年度（1,103世帯） 19年度（1,203世帯）

（注）19年度調査では、※は「保育所・児童館が行う子育てひろば事業など」としていた。

問 次のうちで、参加したことがあるものはありますか。

保育所・児童館が行う子育てひろば事業に参加したことがある割合は 5割超
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(２) 子育てサービスの参加状況〔複数回答〕－地域別

子育てサービスの参加状況を地域別にみると、「参加したことがある」の割合は、市・町・

村部（68.5％）よりも、区部（73.1％）の方が高くなっている。（表Ⅰ-2-10）

  表Ⅰ-2-10 子育てサービスの参加状況〔複数回答〕－地域別

保
健
所
な
ど
で
実
施
す
る
両
親
学
級
等

児
童
館
の
母
親
ク
ラ
ブ
な
ど

保
育
所
・
児
童
館
・
子
供
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー

が
行
う
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業

な
ど

公
民
館
・
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
行
う

子
育
て
講
座
な
ど

自
主
的
な
子
育
て
グ
ル
ー
プ

（
育
児
サ
ー

ク
ル
等

）
の
活
動

そ
の
他

100.0 71.7 36.2 25.0 54.6 7.7 13.5 1.5 24.8 3.4
(1,103)
100.0 73.1 37.9 29.9 54.9 7.0 12.5 1.3 23.6 3.3
(767)

100.0 73.2 39.3 26.8 58.9 1.8 3.6 - 23.2 3.6
(56)

100.0 63.7 31.5 31.5 39.5 4.0 7.3 0.8 30.6 5.6
(124)

100.0 73.0 36.9 27.0 53.3 5.7 15.6 4.1 23.8 3.3
(122)

100.0 78.1 45.2 31.5 61.6 5.5 20.5 2.7 16.4 5.5
(73)

100.0 76.5 36.7 30.6 61.2 11.2 12.8 - 21.4 2.0
(196)

100.0 78.8 44.9 36.4 57.6 11.0 14.4 - 19.5 1.7
(118)

100.0 66.7 34.6 20.5 52.6 2.6 11.5 2.6 30.8 2.6
(78)

100.0 68.5 32.1 14.0 53.9 9.2 15.8 2.1 27.7 3.9
(336)

100.0 58.7 45.7 15.2 39.1 2.2 10.9 2.2 41.3 -
(46)

100.0 64.2 26.3 14.7 51.6 9.5 13.7 4.2 30.5 5.3
(95)

100.0 68.6 22.9 14.3 51.4 17.1 14.3 - 28.6 2.9
(35)

100.0 76.5 38.2 13.7 61.8 7.8 16.7 - 19.6 3.9
(102)

100.0 69.0 25.9 12.1 56.9 12.1 22.4 3.4 25.9 5.2
(58)

区南部

区西南部

区西部

区西北部

北多摩西部

北多摩南部

北多摩北部

区東北部　

区東部

西多摩

市・町・村部　計

南多摩

無
回
答

区中央部　　

総
数

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

参
加
し
た
こ
と
は
な
い

総数

区部　計
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(３) 一時的な子育てサービスの利用状況〔複数回答〕－19年度調査との比較

一時的な子育てサービスを利用したことがあるか尋ねたところ「一時的に利用できる保育所

等の一時保育」が 15.4％と、19 年度調査（13.1％）に比べて、わずかながら増加している。

一方で、「利用したことがない」の割合が 75.5％と依然高くなっている。（図Ⅰ-2-14）

  

図Ⅰ-2-14 一時的な子育てサービスの利用状況〔複数回答〕－19年度調査との比較
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無
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24年度（1,103世帯）

19年度（1,203世帯）

※1

※2

（注） 19年度調査では、※1 は「児童養護施設等で、短期間子供を預かるショートステイ」、※2は「児童養護施設等で

夜間や休日に預かるトワイライトステイ」としていた。

問 次のサービスのうちで、一時的に利用したことがあるものはありますか。
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(４) あればよいと思う在宅支援サービス－19年度調査との比較

  どのような在宅支援サービスがあればよいと思うか聞いたところ、「緊急時に預かってくれ

る」の割合が最も高く 52.0％、次いで「リフレッシュを目的として預かってくれる」（14.5％）

となっている。(図Ⅰ-2-15)

  

図Ⅰ-2-15 あればよいと思う在宅支援サービス－19年度調査との比較
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問 在宅で子育てを行う家庭に対し、どのようなサービスがあればいいと思いますか。
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第３章 小学生の子供がいる世帯

小学生の子供がいる 2,354 世帯の小学生の子供 3,045 人の状況について述べる。

１ 学童クラブ

(１) 学童クラブの利用状況－19年度調査との比較

学童クラブの利用状況について聞いたところ、「利用したことがある」割合が 38.2％で、19

年度調査（30.1％）に比べて 8.1 ポイント増加している。（図Ⅰ-3-1）

  図Ⅰ-3-1 学童クラブの利用状況－19年度調査との比較

  

38.2

30.1

59.3

67.9

0.7

0.2

2.2

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（3,045人）

19年度（3,373人）

利用したことがある 利用したことがない 学童クラブを知らない 無回答

(２) 学童クラブの利用状況－両親の有無別

学童クラブの利用状況を両親の有無別に聞いたところ、ひとり親世帯では、「利用したこと

がある」の割合は 61.2％と 6割を超えている。(図Ⅰ-3-2)

  図Ⅰ-3-2 学童クラブの利用状況－両親の有無別

35.5

61.2

62.6

31.4 6.8

0.2

0.6

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両親世帯（2,723人）

ひとり親世帯（322人）

利用したことがある 利用したことがない 学童クラブを知らない 無回答

問 お子さんは、学童クラブを利用したことがありますか。

「利用したことがある」割合が増加し、４割
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(３) 学童クラブの利用状況－母親の従業上の地位別

学童クラブの利用状況を母の従業上の地位別にみると、「利用したことがある」の割合は、

正規の職員・従業員では 79.4％であったが、パート・アルバイトでは 42.4％と、正規の職員・

従業員に比べて低くなっている。(表Ⅰ-3-1)

  表Ⅰ-3-1 学童クラブの利用状況－母親の従業上の地位別

  

総
数

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
が
な
い

学
童
ク
ラ
ブ
を
知
ら
な
い

無
回
答

100.0 38.3 59.4 0.2 2.2
(3,019)
100.0 54.8 42.7 0.1 2.4
(1,886)
100.0 46.7 53.3 - -
(137)

100.0 79.4 17.6 - 2.9
(545)

100.0 52.6 44.7 - 2.6
(38)

100.0 42.4 54.9 0.2 2.6
(975)

100.0 65.8 34.2 - -
(38)

100.0 53.5 42.3 - 4.2
(71)

100.0 10.1 87.9 0.3 1.7
(1,103)

　契約社員・嘱託

非就業

　自営業

総数

就業

　正規の職員・従業員

　会社・団体等の役員

　パート・アルバイト

　労働者派遣事業所の
  派遣社員

(４) 学童クラブの登録状況－19年度調査との比較

学童クラブの登録状況を聞いたところ、「登録している」子供は 16.3％で、19 年度調査

（14.5％）に比べて、わずかながら増加している。(図Ⅰ-3-3)

  図Ⅰ-3-3 学童クラブの登録状況－19年度調査との比較

16.3

14.5

48.6

83.3

32.1

0.3

0.4

*

2.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度(3,045人)

≪参考≫

19年度(3,373人)

登録している 登録していない登録待機中

である

無回答制度の対象外のため、

登録していない

（注）* は 19年度調査では、選択肢を設けていないため、データが存在しない。

問 お子さんは、現在、学童クラブに登録していますか。
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(５) 学童クラブの登録状況－子供の学年別

   学童クラブの登録状況を子供の学年別にみると、「登録している」割合が最も高いのは 2 年

生で 31.9％である。(図Ⅰ-3-4)

図Ⅰ-3-4 学童クラブの登録状況－子供の学年別
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（3,045人）

1年生（464人）

2年生（442人）

3年生（497人）

4年生（487人）

5年生（517人）

6年生（460人）

登録している 登録していない登録待機中

である

無回答制度の対象外のため、

登録していない

（注）学童クラブ対象学年は、区市町村により異なる。

(６) 学童クラブの出席日数－19年度調査との比較

学童クラブに登録している 496 人に、学童クラブの出席日数について聞いたところ、「5日」

の割合が最も高く 47.2％となっている。(図Ⅰ-3-5)

  図Ⅰ-3-5 学童クラブの出席日数－19年度調査との比較
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問 先週 1週間のうち、学童クラブには何日出席しましたか。
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(７) 学童クラブを欠席する理由〔複数回答〕－19年度調査との比較

学童クラブを欠席する理由について聞いたところ、「親、祖父母が家にいるとき」の割合が

最も高く 50.6％、次いで「塾や習いごとに通うとき」の割合が 41.9％であった。(図Ⅰ-3-6)

  図Ⅰ-3-6 学童クラブを欠席する理由〔複数回答〕－19年度調査との比較
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24年度（496人） 19年度（489人）

(８) 学童クラブを欠席する理由〔複数回答〕－子供の学年別

学童クラブを欠席する理由を子供の学年別にみると、1、2年生では「親、祖父母が家にいる

とき」の割合が最も高く（55.7％、52.5％）、3年生では「塾や習いごとに通うとき」が最も高

く、50.8％となっている。(表Ⅰ-3-2)

  表Ⅰ-3-2 学童クラブを欠席する理由〔複数回答〕－子供の学年別

  

  

問 学童クラブを欠席するときはどのようなときですか。

総
数

塾
や
習
い
ご
と
に
通
う
と
き

学
童
ク
ラ
ブ
以
外
の
友
達
と

遊
ぶ
と
き

親

、
祖
父
母
が
家
に
い
る
と
き

兄
弟
姉
妹
が
家
に
い
る
と
き

子
供
が
行
き
た
が
ら
な
い
と
き

そ
の
他

無
回
答

100.0 41.9 19.2 50.6 4.8 11.3 16.3 6.3
(496)

100.0 37.9 10.0 55.7 6.4 10.0 15.0 6.4
(140)

100.0 39.7 19.1 52.5 9.2 6.4 22.0 5.0
(141)

100.0 50.8 30.8 49.2 1.7 15.0 12.5 5.8
(120)

100.0 40.0 23.3 26.7 - 16.7 20.0 16.7
(30)

100.0 52.6 42.1 26.3 - 26.3 10.5 10.5
(19)

100.0 - 16.7 33.3 - 50.0 16.7 -
(6)

総数

1年生

6年生

5年生

4年生

3年生

2年生
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(９) 学童クラブの終了時間－理想と現実

学童クラブの対象学年の子供がいる 1,585 世帯に、現在利用している学童クラブ、又は今後

利用しようと思っている学童クラブが何時まで開いているか聞いたところ、「～18 時」の割合

が最も高く 50.9％となっている。一方、何時まで開いていてほしいか聞いたところ、「～19時」

の割合が最も高く 25.2％となっている。(図Ⅰ-3-7)

  図Ⅰ-3-7 学童クラブの終了時間－理想と現実
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24.5

---0.2-1.21.2
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60%

～18時 ～18時30分 ～19時 ～19時30分 ～20時 ～20時30分 ～21時 ～21時30分 ～22時 22時01分

以降

無回答

現実（856世帯）

理想（1,000世帯）

（注）総数は、「学童クラブを利用するつもりはない」と回答した世帯を除いた数である。

問 現在利用している学童クラブ、又は今後利用しようと思っている学童クラブは何時

まで開いていますか。また、学童クラブは何時まで開いていてほしいと思いますか。

現実の終了時間は「～18 時」の割合が最も高いのに対し、理想の終了時間は「18 時 30

分～19 時」の割合が最も高い
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(10) 長期休暇時の学童クラブの開始時間－理想と現実

夏休みなどの長期休暇時に、現在利用している学童クラブ、又は今後利用しようと思ってい

る学童クラブが何時から開いているか聞いたところ、「8時 30分～」の割合が 27.8％と最も高

くなっている。一方、何時から開いてほしいか聞いたところ、「8 時～」の割合が 29.1％と最

も高くなっている。(図Ⅰ-3-8)

  

図Ⅰ-3-8 長期休暇時の学童クラブの開始時間－理想と現実

27.1

36.7
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0.2

18.8
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3.0
2.41.1

0.30.2
3.4

10.2
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6.9
1.2

0%

10%

20%

30%

40%
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60%

7時以前 7時～ 7時30分～ 8時～ 8時30分～ 9時～ 9時30分～ 10時～ 無回答

現実（842世帯）

理想（997世帯）

（注）総数は、「学童クラブを利用するつもりはない」と回答した世帯を除いた数である。

問 夏休みなど長期休暇時について、現在利用している学童クラブ、又は今後利用しよう

と思っている学童クラブは何時から開いていますか。また、学童クラブは何時から開いて

いてほしいと思いますか。
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(11) 学童クラブを利用するにあたって望むこと〔複数回答〕－19年度調査との比較

小学生の子供がいる 2,354 世帯に、学童クラブを利用していて、又は今後利用する場合に望

むことを聞いたところ、「行き帰りが安全であること」の割合が最も高く 44.9％となっている。

次いで「学校から近いこと」（31.5％）の割合が高く、19 年度調査（12.9％）に比べて 18.6

ポイント増加している。(図Ⅰ-3-9)

  図Ⅰ-3-9 学童クラブを利用するにあたって望むこと〔複数回答〕－19年度調査との比較
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28.6

2.4

4.0

*

0% 10% 20% 30% 40% 50%

行き帰りが安全であること

学校から近いこと

自宅から近いこと

指導内容が充実すること

小学校高学年の子供を受け入れること

学校が休みの日に利用できること

建物の安全管理面（耐震構造など）が行き届いていること

長期休暇中（夏休み等）に昼食を提供してくれること

利用時間が延長されること

建物や設備（遊び道具など）が整っていること

費用がかからないこと

学童クラブを利用していない子供との交流ができること

指導員と養育者の交流（保護者会、イベント等への
養育者参加等）があること

子供の意見を十分取り入れること

障害児を受け入れること

夕食を提供してくれること

おやつを充実させること※

学童クラブを利用するつもりはない

その他

無回答

24年度（2,354世帯）

19年度（2,595世帯）

（注）* は 19 年度調査では、選択肢を設けていないため、データが存在しない。

（注）※は 19 年度調査では、「おやつが充実すること」としていた。

問 学童クラブを利用していて、又は今後利用する場合に、望むことは何ですか。

学校クラブを利用するにあたって望むことは「行き帰りが安全であること」が 4割超
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(12) 学童クラブを利用するにあたって望むこと〔複数回答〕－両親の有無別

学童クラブを利用するにあたって望むことについて両親の有無別にみると、両親世帯、ひと

り親世帯どちらも、「行き帰りが安全であること」の割合が最も高くなっている（両親世帯

45.7％、ひとり親世帯 38.7％）。（表Ⅰ-3-3）

  表Ⅰ-3-3 学童クラブを利用するにあたって望むこと〔複数回答〕－両親の有無別

総
数

自
宅
か
ら
近
い
こ
と

行
き
帰
り
が
安
全
で
あ
る
こ
と

学
校
か
ら
近
い
こ
と

利
用
時
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

建
物
や
設
備

（
遊
び
道
具
な
ど

）

が
整
っ
て
い
る
こ
と

建
物
の
安
全
管
理
面

(

耐
震
構
造

な
ど

)

が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と

指
導
内
容
が
充
実
す
る
こ
と

指
導
員
と
養
育
者
の
交
流
が
あ
る

こ
と

小
学
校
高
学
年
の
子
供
を
受
け

入
れ
る
こ
と

障
害
児
を
受
け
入
れ
る
こ
と

学
校
が
休
み
の
日
に
利
用
で
き
る

こ
と

夕
食
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

長
期
休
暇
中

（
夏
休
み
等

）
に

昼
食
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

お
や
つ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
な
い

子
供
と
の
交
流
が
で
き
る
こ
と

子
供
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
る

こ
と

費
用
が
か
か
ら
な
い
こ
と

学
童
を
利
用
す
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

100.0 29.3 44.9 31.5 12.1 7.6 13.4 16.0 2.8 15.4 1.9 14.1 1.3 12.9 0.7 6.3 2.6 7.2 14.0 1.8 5.3
(2,354)
100.0 29.5 45.7 32.0 12.0 7.7 13.5 16.0 2.8 14.9 1.8 14.2 1.0 12.6 0.6 6.4 2.4 6.9 14.7 2.0 4.3
(2,083)
100.0 27.7 38.7 27.7 12.9 7.4 12.2 15.9 2.6 18.8 2.6 12.9 4.1 14.8 1.5 5.2 4.1 9.2 8.5 0.7 12.9
(271)

総数

両親世帯

ひとり親世帯

(13) 学童クラブの希望設置場所

学童クラブはどこに設置されているのが望ましいか聞いたところ、「学校の敷地内の別棟」

の割合が 44.3％と最も高く、「学校の校舎内」（34.6％）と合わせた、「学校内」と回答した世

帯は 78.9％で、約 8割となっている。(図Ⅰ-3-10)

  

図Ⅰ-3-10 学童クラブの希望設置場所

問 学童クラブはどこに設置されているのが望ましいと思いますか。

学童クラブの設置場所は「学校内」が望ましいと思う世帯が 8割

34.6

31.6

44.3

47.6

10.3

13.3

9.4

5.8

1.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

24年度（2,354世帯）

19年度（2,595世帯）

無回答学校の校舎内 学校の敷地内の別棟 児童館 その他

学校内　78.9

79.2
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 (14) 学童クラブの希望設置場所－地域別

学童クラブの希望設置場所を地域別にみると、「学校の敷地内の別棟」の割合は、市・町・

村部は 53.5％で、区部（40.2％）に比べて 13.3 ポイント高くなっている。一方、「学校の校舎

内」の割合は、区部は 37.4％で、市・町・村部（28.3％）に比べて 9.1 ポイント高くなってい

る。(表Ⅰ-3-4)

  表Ⅰ-3-4 学童クラブの希望設置場所－地域別

  

総
数

学
校
の
校
舎
内

学
校
の
敷
地
内
の
別
棟

児
童
館

そ
の
他

無
回
答

100.0 34.6 44.3 10.3 1.4 9.4
(2,354)
100.0 37.4 40.2 11.2 1.4 9.8

(1,629)
100.0 30.1 37.6 18.8 - 13.5
(133)

100.0 29.3 42.4 18.8 0.5 8.9
(191)

100.0 49.0 36.1 5.2 1.2 8.4
(249)

100.0 30.4 38.7 19.4 1.0 10.5
(191)

100.0 30.9 51.7 8.2 1.7 7.5
(414)

100.0 39.5 36.3 9.3 2.8 12.1
(281)

100.0 55.9 25.9 6.5 1.2 10.6
(170)

100.0 28.3 53.5 8.3 1.4 8.6
(725)

100.0 34.5 46.4 8.2 0.9 10.0
(110)

100.0 29.4 53.7 7.5 1.5 8.0
(201)

100.0 27.3 49.2 14.1 0.8 8.6
(128)

100.0 28.1 57.5 3.3 2.0 9.2
(153)

100.0 22.6 58.6 9.8 1.5 7.5
(133)

区中央部　　

総数

区部　計

北多摩西部

区南部

区西南部

区西部

区西北部

北多摩南部

北多摩北部

区東北部　

区東部

西多摩

市・町・村部計

南多摩


